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年頭にあたって

株式会社NTTドコモ　代表取締役社長　井伊 基之

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年は、水害など度重なる自然災害に対する迅速な

復旧活動や、増大する通信トラヒックに対する設備増

強への対応など、協会会員各社の皆さまには、多大な

ご支援ご協力を賜り、誠にありがとうございます。改

めて感謝申し上げます。

　昨年2020年は「新時代の成長に向けたスタートの

年」として、５Ｇのサービス開始を契機とした新たな

価値創造と社会課題解決を加速させました。

　１年を通じて、新型コロナウイルスは私たちの事業

運営に大きな影響をもたらしました。全社的にリモー

トワークへのシフトを推進する一方、ドコモショップ

やコールセンター、オペレーションセンターなど出勤

が必要な職場では、厳しい環境の中でお客さまサービ

ス維持のために取り組んでまいりました。また、社会

全体が急速にリモート型へとシフトする中で、テレ

ワーク、遠隔学習、遠隔作業支援などのモバイルソ

リューションが多くの場面で活用され、社会・経済活

動に貢献してまいりました。

　かかる状況下において、５Ｇ設備構築という重要課

題に対して、協会会員各社の皆さまに総力をあげてご

協力いただき、おかげさまで計画通りの工事進捗と

なっております。重ねて御礼申し上げます。

　新型コロナウイルスへの対応はまだ終わったわけで

はなく、今後も「ニューノーマル」を意識した取り組

みを継続してまいります。

　さて、私は今年2021年を「『新しいドコモ』への挑

戦の年」と位置づけます。昨年のNTTによる完全子会

社化に際し、ドコモはモバイルを中心とした事業から

領域を拡大し、NTTグループとの連携強化により自ら

を変革・進化させることを宣言しました。これは５年

後、10年後を見据えて、私たちドコモが社会に不可欠

な存在として強く大きく成長していくための決断でし

た。そして、今年は通信・スマートライフ・法人・国

際・R&Dの５分野それぞれで具体的な取り組みに着手

し、その意思を実現していく年にします。

①　通信事業

　昨年12月に、オンライン手続に特化した新たな料金

プラン「ahamo」をお披露目しました。また既存のプ

ランについても、５Ｇの普及を目的に、低廉かつデー

タ使用可能量が無制限のプランへ見直しを行い、はじ

めてスマートフォンへ変更される方向けのプランも提

供することを発表しました。今後も様々なお客さまの

ニーズにあった料金・サービスをご用意し、喫緊の課

題である顧客基盤強化に取り組みます。

　ネットワークについては、何よりも「瞬速５Ｇ」エ

リアの拡大を推進するとともに、NTTコミュニケー

ションズと連携して移動・固定融合ネットワークの早

期実現をめざします。

②　スマートライフ事業

　ｄポイントクラブ会員数、ｄ払いユーザ数といった

会員基盤は順調に拡大していますが、今後は「毎日の

生活の中でもっと使っていただける」サービスへとさ
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④　国際事業

　国際ローミングやキャリアビリングなど従来の取り

組みに加えて、日本国内で磨き上げた５ＧやIoTなど

のソリューションを、NTTグループの海外拠点を通じ

て販売するモデルにチャレンジしていきます。

⑤　R&D

　革新的で高品質なサービスをいち早く提供できるよ

う、アジャイル開発の強化などサービス創出体制を強

化します。また、６ＧやIOWNといった次世代ネット

ワークにおいて国際競争力を発揮できるよう、ドコモ

の無線技術とNTTグループの技術力を組み合わせて

研究開発を推進し、サービスを早期にマーケットに提

供していきます。

　こうした取り組みを通じて、既存の枠組みや前例に

とらわれずドコモが新しい姿に自らを変革していく始

まりの年にしたいと考えています。そして業界トップ

の座に早期に返り咲くことをめざします。

　2021年が、皆さまにとって素晴らしい１年となりま

すよう祈念して、年頭の挨拶といたします。

らなる進化を図ります。さらに、こうした会員基盤か

ら生まれる様々なデータを活用したマーケティングソ

リューションを拡大していきます。昨年の「ドコモ口

座」不正利用事案では、お客さまや金融機関、そして

社会に多大なご迷惑をおかけしました。社内体制の整

備を含め徹底的にセキュリティ対策を実施し、失った

信頼回復に取り組みます。

　サービス面では、５ＧやXRなどの新たな技術を活

用したイノベーションをおこし、映像配信やエンタメ

などの分野で新しいライフスタイルを提案するサービ

ス・デバイスを世に出していきます。

③　法人事業

　主にNTTコミュニケーションズとの連携により、こ

れまでモバイル中心であった提供領域を、固定ネット

ワークや上位レイヤを含めたトータルサービス・ソ

リューションに拡大します。さらに両社の顧客基盤と

営業リソースを足し合わせて、多様化・複雑化するお

客さまニーズに対してグループトータルで強力に対応

していきます。

　また、４月に提供開始する「ビジネスｄアカウント」

を活用して、お客さま企業のDXを強力に支援し、従

業員の皆さまに便利と安全を提供して参ります。


